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Papilio memnon from the Sakishima Islands, the Loochoos 


AKIRA TAKAHASHI and SuHozoó ISHIDA 


ナガ サキ アゲ ハ Papilio memnon は 東南 アジ ア に 広く 分 布 し , 幾つ か の 地理 的 亜 種 や 型 が 記載 され て いる . 本 
種 の そ は 無 尾 型 と 有 尾 型 の 2 型 が ある が , その 斑紋 の 多 形 態 性 の 規模 の 大 き さ と 擬態 の た め に , 変異 に 基づく 分 類 
学 ある い は 動物 地理 学 , 遺伝 学 の 研究 対象 と し て 報告 が 多い . 

わが 国 は 本 種 の 棲息 分 布 域 の 最 北端 に 相当 し , 九州 本 島 や 奄美 大 島 , 沖縄 本 島 に 産 す る と と は 古く か ら 知 られ て 
お り , 九州 本 島 産 は subsp. thunbergii SIEBOLD, 1824 と し て , 奄美 群島 や 沖縄 本 島 産 は subsp. pryeri RoTHS- 
CHILD, 1895 と し て それ ぞ れ 別 亜 種 と され , と の 両 地域 の ゃ は 例外 的 な 記録 を 除き すべ て 無 尾 型 で ある . 一 方 台湾 
産 は そ は 有 尾 と 無 尾 の 2 型 を も ち , また $③ は 贅 表 の 青白 色 鱗 が よく 発達 する と と か ら subsp. heronus FRUH- 
S7ORFER, 1903 と 命名 され て いる が , 沖 纏 本 島 と 台湾 と の 間 に 点 在 する 先 島 諸島 か ら は 本 種 の 採集 記録 が 乏しく , 
特に の 明確 な 採集 記録 が な く , 従っ て 分 類 学 的 な 検討 も 石垣 島 産 の 1 @ ぐ に つい て な され た の み で あっ た . 

筆者 の 一 人 石田 は 大 林 延 夫 氏 と と も 1964 年 先 島 諸島 を 訪れ , 西表 島 で 本 種 1 3 2 * ゃ を 採集 する こと と が で きた 
の で 報告 する . と と 発表 する $ は 先 島 諸島 産 と し て は 4 頭目 の も の で ある が , \ は 最初 の 記録 で ある . 











採集 記録 と 記載 
西表 島 , 稲葉 1964 年 7 月 5 日 石田 昇 三 採集 
西表 島 , 稲葉 1964 年 7 月 9 日 KERRE 
西表 島 , 租 納 一 白浜 間 1964 年 7 月 2 日 右田 昇 三 採集 
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€. BAET mm. Büj£ljxuu cA cc cHEgSxedÉ5cccLuxe. 中 室 基部 に 2mmxX 7mm の 赤 級 を 有 
する . SHWXOA8nms usps wu540B8WWmgt cii 52m な お 発達 は 悪く 中 室内 に は 達し な い . 裏面 に お 
いて も 青白 色 鱗 の 分 布 は 著しく 粗 で , subsp. heronus の 特徴 と され る !% 中 室 端 と 外縁 の お お よそ 中 央 部 に 前 緑 
より 肛 角 部 に か け て 帯状 に 現われ る 藍 色 鱗 は と この 個体 で は 全く みとめ られ な い . 後 次 裏面 の 輪状 赤 紋 は 第 3 室 ま で 
現われ , その 内 側 に 弦 状 赤 紋 が ある . 第 4 室 の 赤 紋 は と も に 痕跡 的 で ある . 


o 


Q. BH 80 mm と 82 mm. 著しい 特徴 は 白化 が 高度 な と と で ある . 白斑 の 拡大 は 純粋 に 白色 で , 東南 アジ 
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Fig. 1. 先 島 諸島 CA, B, C) お よび 沖縄 本 島 産 (CD) ナガ サキ アゲ ハ 
Papilio memnon from the Sakishima Is. and Okinawa Main Island. 
A. 9 Iriomote I., July 2, 1964 CS. IsmrpA leg) 西表 島 , 租 内 一 白浜 間 





B. 92 Iriomote I., July 9, 1964 (N. OHBAYASHI leg.) 西表 島 , 稲葉 

C. 6 Iriomote I., July 5, 1964 (S. IsuipA leg.) 西表 島 , 稲葉 

D. 92 Okinawa Main Island, July 19, 1964 (N. Onsavasui leg.) 沖縄 本 島 , 伊豆 味 
a:uppersurface b: undersurface 








了 産 の よう に 黄 ~ 樽 色調 を 帯び る と こと は な い . BTCA PRERA AD, 第 1, 2 Eu du, 
外縁 を 残し て ほとん ど 白 化し て いる . WREE. 後 政 も 基部 の 約 1/3 を 除い て 白斑 が 拡大 し , 第 2, 3 室 で は 外 
fx CHESEBRO, 程度 は 軽い が 第 7 室 まで 外縁 の すぐ 内 方 に 白 鱗 を 生じ , 亜 外縁 帯 に 各 密 1 紋 ず つの 一 列 の 黒 
紋 列 を 形成 する . 特異 な と と は 中 室内 まで 白化 し , 白斑 を 有する と と で ある 後 次 表 肛 角 部 の 棒 色 斑 は 著しく 退化 
L, 黒 放 列 の 外 方 , 第 2, 3 室 に 痕跡 的 に 残っ て いる 人 過ぎ な い . 裏面 も 著しく 白化 が 進ん で お り , 表面 と 本 質 的 
な 差 は な い . 
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$\ こ と も 体 部 は 黒色 で 斑紋 を も た な い . 
標本 は 3 頭 と も 高 椅 が 所 蔵 する . 


考 12 

ナガ サキ アゲ ハ と その 近似 種 の 分 布 

ナガ サキ アゲ ハ Papilio memnon は 日 本 か ら 人 台湾 , 中 国 大 陸 東 南部 , Vietnam, Laos, Cambodia, Thailand, 
Burma, E-Pakistan, Sikkim, Nepal 東部 , Malay 半島 , Borneo E, Sunda 列島 (Sumatra 島 , Java 島 , 
Bali E, Lombok £j, Sumbawa Ej, Sumba £j, Flores 島 , Pantar E), Mentawai 列島 (Nias Ej, Batu E), 
Bunguran $, Bangka 島 に 産 す る と と が 知ら れ て いる .2718) 

印度 東部 や Ceylon 島 に は P. memnon に 極め て 近似 の 
P. polymnestor が , また Andaman 諸島 に は P. mayo 
が , 台湾 南部 お よび Philippine 8i} P. rumanzovia 
が , Celebes 島 お よび Sula 諸島 に は P. ascalaphus を 産 
する . 

と れ ら ナガ サキ アゲ ハ 群 memnon-group. の 分 布 は 東洋 区 
の イン ド シ ナ 亜 区 と マラ イ 亜 区 に ほぼ ば 一 致し その 全域 に お よ 









































ATOR : dq 

本 妖 の 種 お よび 亜 種 の 分 類 は 種 問 ま た は 亜 種 間 雑 種 の 研究 wv dim 
な どか ら み る と な お 検討 すべ き 点 が 多い . 例え ば P. ascal- WE ACE 

aphus を P. memnon の f. ascalaphus と し て 扱う 学者 も ndi UU 
ある な ど で あ る *. l R 

先 島 諸島 に お ける ナガ サキ アゲ ハ の 記録 Fig 2. ナガ サキ テア ゲ ム 分 布 図 


Sketch map illustrating the 
distribution of Papilio memnon. 


本 種 は 日 本 で は 本 州 西南 部 。 九州 本 島 。 四国 , RES. DD 
長 部 島 *, 種子 島 , 屋久 島 , トカ ラ 列 島 Oka, 中 之 
BP, ZBY) BAB, 奄美 大 島 , 加計 呂 島 , 徳之島 沖 水 良 部 島 , 与論 島 , 沖縄 本 島 , KESE 座間 見 島 か 
ち 知 られ で いる 、 51923) 

先 島 諸島 は 宮古 諸島 (宮古島 お よび その 属 島 ) と 八重 山 諸島 GEB, WRB, 与那国 島 お よび それ ら の 属 島 ) 
に 分 けら れる . 

BE CI 195312 月 か ら 3 月 に か け て の 目撃 記録 1 や と 1955 年 9 月 4 日 採集 の 1 さ の 写真 が 発表 され て いる . 

八重 山 諸島 で の 最初 の 記録 は 1895 FERO に よる も の で 「 八 重 山 島 に 稀少 」 と 記し て いる 、 

西表 島 に 産 す る と と は 189 年 三木 原 , 黒岩 両氏 め に よっ て 報告 され , その 後 同島 か ら は 素 木 得 一 氏 (1954)19, 
RIORE. (199° の 目 軸 記録 が ある が 。 採集 報告 は な い 

石垣 島 か ら は 殺 南 仁 博 氏 (1924 わ 22 が P. memnon distantianus**o) “ HEZ” T [RDL nO] と 記述 し た 
が , 素 木 得 一 氏 (195401? の 目撃 記録 まで 30 年 間 に わ た っ て 全く 報告 が な か っ た . その 後 1954 年 10 月 22H, 1 6 
( 尾 本 恵 市 , 1959 う 1 や と 1961 年 8 月 6 日 , 13 (中 村 一 郎 ・ 久 保 快 哉 , 1962)19 の 2 頭 の 採集 報告 が な され , EAH 
雄 氏 (1089 の 目 没 記 録 な ど が 報 ぜ られ た が , 色 つ か の 先 島 諸 島 の 講 査 報告 の 中 に は 本 種 の 記録 の な いも の が 多 
く , 稀 な も の と 考え られ る . 中 村 ・ 人 久保 両氏 の 報告 は $ の 標本 写真 を 含み , と の 個体 に 基づい て 白水 隆 氏 は 八重 
山 諸 島 産 の 本 種 は subsp. heronus に 近く 台湾 か ら の 迷 蝶 で 一 時 的 に 発生 する も の か も 知れ な いと 推論 され た .'”20 

与那国 島 か ら は 記録 が な い . 

ナガ サキ アゲ ハ が 先 島 詳 島 に お いて 個体 数 が 少な い 理由 に つい て は 明らか で な い . 本 種 は 野外 で は 九州 本 島 や 殆 



































* 九州 産 の P. memnon thunbergii と Celebes 島 産 の ascalaphus と の 交配 実験 り か ら み る と , 両者 は 独立 
の 別種 と し て 扱う の が 妥当 で ある ろう . 


** distantianus は ? の 有 尾 型 の 1 つと し て 扱う の が 正しく , と の よう に 亜 種 名 と し て 使用 する の は 問題 が ある 。 
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球 列 島 あ る い は 台湾 で 調査 され た 範囲 に お いて すべ て 栽培 性 の ミカ ン 類 , 一 部 カラ タチ を 食べ る の み で , と これ まで 
サン ショ ウ , イヌ ザン ショ ウ , カラ ス ザ ン シ ョ ウ , ハマ セン ダン , コク サギ な ど は 飼育 に お いて も 食 草 と し て 不適 
当 と され , サル カケ ミカ ン に 関し て は 観察 報告 が な い . 中 村 ・ 久 保 両 氏 ゆ (CC に よれ ば 石垣 島 も 西表 島 も と も に ミカ ン 
類 の 栽培 は は と ん ど 行 な われ て お ら ず , 半 野 性 化し た “シー クゥ ー シ ャ ー” が 目 に つく 程度 で ある と いう . 食性 
か ら み た 分 布 の 可能 性 に つい て は 今後 の 調査 に 期 等 し た い . 

先 島 諸島 産 ナ ガサ キア ゲハ の 亜 種 名 

先 島 諸島 の 本 種 の 採集 記録 は 本 報告 を 含め て 4 ⑧$3 2 で, 標本 写真 は 8 8 2 2 に 過ぎ ず , これだけ の 標本 か 
ら 変 異 の 多い 本 種 の 亜 種 名 を 決め る と と は で き な い . 

中 村 ・ 久 保 両氏 の 1$ は 写真 に み ら れ る よう に 青白 色 鱗 が 比較 的 よく 発達 し , KERO が 指摘 され る よ 
うに 台湾 産 の subsp. heronus や アジ ア 大 陸 に 分 布 す る subsp. agenor の ③ に 近い . われ われ の 報告 の 1 $ は 大 
表 青 白色 鱗 の 発達 が 悪く , 九州 本 土産 や 奄美 大 島 産 と の 間 に 明 ら か な 差 を 見 出し 難い . 宮古 鳥 産 の 1 さ ③④ は 写真 か 
ら み る と 上 記 2 $$ の 中 韻 的 な 特徴 の 個体 の よう で ある . 

初め て 報告 する 2 そ \ の 標本 は と も 白化 の 著しく 進ん だ も の で , 後半 で は 第 7 室 ま で 明瞭 な 白 坦 を も ち , また 
中 室内 に も 白斑 が お よん で いる と と が 特徴 的 で ある . 中 室内 の 白斑 は 有 尾 型 の ゃ で は どく 普通 に み ら れ る が , 無 尾 
型 の 日 本 産 の ゃ で は 極め て 稀 に し か み ら れ ず , 筆者 ら の し ら べ た 範囲 内 で は 奄美 大 島 産 の 六 献 例 2999 iy 
び 高 橋 が 標本 を 実際 に 見 た ト カラ 中 之 島 産 の 1 (19647 H 25 H, 田中 章 氏 採集 )! の 3 個体 を 知る の み で あ 
2. 台湾 産 の 無 尾 型 々 で は 中 室内 に 白斑 を 現 わ す と と は な いと いう '%. 

日 本 ・ 台 湾 以 外 で は Borneo 島 な ど に 産 す る 無 尾 の 8-f. venusia, 9-1. anura, 9-1. isarcha な ど が 後半 表 の 
白 黄 色 の 斑紋 が 拡大 し て 中 室内 に まで 達する ??. 

CLARKE, SHEPPARD and THORNTON (1968)? が 行なっ た 交配 実験 の 標本 を みる と , 少な く と も 斑紋 の 形状 
は ナガ サキ アゲ ハ の agenor や venusia と Ceylon 島 産 の P. polymnestor parinda OO F, の 年 本 に われ 
われ の 2 @% が 似 て お り 興味 深い . 

本 種 の 翔 の 斑紋 は 擬態 を 示す が , 体 部 の 色彩 も 同じ 傾向 の 擬態 を 現 わ す . 西表 島 産 の 1 $ 2 ぁゃ は すべ て 黒色 で , 
白色 ある い は 黄 ~ 椅 色 系 の 斑紋 を 全く も っ て いな い . 

以上 の ご と く , hif- AREKO の 1 6 は subsp. heronus に 近い と され て いる が , われ われ の 1 $ の 個体 は 
subsp. thunbergii や subsp. pryeri に 近く , 2 そそ の 個体 は 白化 が 高度 で , 亜 種 名 の 決定 は 現在 の と と ろ 困 難 で 
ある . 

















































































































総 括 


先 島 諸島 の ナガ サキ アゲ ハ は 個体 数 が 少な く , これ まで の 採集 記録 は 3 る る の み で ある . 

と の うち 石垣 島 の 1 $ は 台湾 産 の 亜 種 subsp. heronus (に 近い と と が 指摘 され て いる . 

筆者 ら は 西表 島 で 1964 年 に 1 6 2 ゃ や を 採集 し た . 

と の うち 1 3$ は 九州 や 奄美 大 島 産 に 近似 で あり , 29! は 白化 の 高度 な 特異 な 斑紋 を も ち , 現在 の と と ろ , X 
島 諸島 産 本 種 の 亜 種 名 を 決定 する こと は 困難 で ある . 





poc Mangan 








本 稿 を 草 す る に 当っ て , と 指導 を いた だ いた 白水 隆 九 大 教授 , 西表 島 産 の 標本 を 恵 与 さ れ た 大 林 延 夫 氏 , 東南 ア 
ジア 各地 で 本 種 を 採集 し その 標本 を 下さ っ た 中 山 政 一 氏 , 標本 や 文献 で ご 援助 下さ っ た 阿 江 茂 , 佐藤 正孝 , ARR 
哉 , 田中 洋 , 田中 剖 の 諸氏 に 厚く お 礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


An oriental swallowtail butterfly, Papilio memnon, is highly polymorphic and divided into many 
subspecies, races and forms. It ranges over the Kyūshū Main Island (subsp. thunbergii, the Amami 
Is. and the Okinawa Is. (subsp. pryeri) in Japan, and is also widely distributed in Formosa (subsp. 
heronus). In these habitats it is known as one of the commonest species. 

On the contrary, only three male specimens have been recorded from the Sakishima Is., located 
between the Okinawa Is. and Formosa, where no females have been hitherto found. One of these 
three males is similar to subsp. Aheronus. ; 

In 1964, one male and two females were captured from Iriomote Is. the Sakishima Is.. The male 
specimen is not similar to subsp. heronus but nearly the same as subsp. pryeri. The females are 
extraordinarily albinized in comparison with any known races from Japan, Formosa or their neigh- 
borhoods, Accordingly, the precise taxonomic name for P. memnon from the Sakishima Is. should 
remain innominate at present. 

A major reason why P. memnon is rare in the Sakishima Is. may lie in the scantiness of the cul- 
tivated Citrus, its main food-plant. 
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